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Ⅲ　研究論文
　慶長期相川に集まった人びと
　ー相川の寺院調査　中間報告ー
　元筑波大学教授 田 中  圭 一   　　
特別寄稿
１　はじめに
　佐渡金銀山の世界遺産登録を目指して、新潟
県と佐渡市が金銀山をめぐる遺跡の本格的調査
にのりだしたことは、長年佐渡の歴史研究にた
ずさわってきた者の一人として、大変うれしく
思っている。
　その調査の一助になればと思い、平成 18 年
４月から相川の寺院の調査を始めている。相川
の寺院については、『佐渡相川の歴史』編纂の過
程でひととおりの調査がなされ、その成果は『佐
渡相川の歴史　資料集二　墓と石造物』その他
に記録されているが、それらをふまえたうえで、
あらためて寺院にのこる史資料を丹念に見直す
ことによって、鉱山町相川をめぐる人の動きと、
それらの人びとがのこした足跡を洗い出してみ
たいと思ったからである。
２　江戸時代の相川の寺院
　慶長のはじめ、鶴子銀山の奥山にすぎなかっ
た相川の山に大鉱脈が発見され金銀山が開発さ
れると、日本中のあちこちからたくさんの人が
押し寄せてきた。山師を先頭に、鉱山の技術者
や労働者、それらの人びとを目当てとする商人、
そして徳川家康の代官・大久保長安のもとで相
川の陣屋に召し抱えられた役人も、そのほとん
どが他国の出身者であった。相川はまたたく間
に人口３～４万人を数える鉱山町となった。人
が集まり、鉱山が繁栄におもむくと、相川には
多くの寺院が建立された。
　宝暦期（1751 ～ 1763）に成立した『佐渡相
川志』によれば、当時相川には８２の寺院があ
り、このほかに、すでに廃滅した寺が５３カ寺
もあったという（表１）。これらの寺院のほとん
どは、慶長～寛永期に開基されている。つまり、
江戸時代のはじめ、金銀山が最も繁栄していた
時期、相川には何と１３５カ寺もの寺院があっ
たことになる。
　今回の調査にとりかかった時点（平成 18年）
では、３６カ寺（浄土真宗１０、日蓮宗９、真
言宗６、浄土宗４、曹洞宗４、臨済宗２、天台
宗１）に減っているが、それでも、島内の旧市
町村単位で比較すると、相川の寺の多さは群を
抜いている。
　相川の町がいつ、どのような形で出来たのか、
そしてそこにはどこから、どんな人たちが集
まってきたのかを知るうえで、寺の由緒書や過
去帳は重要な役割を果たしてくれる。
　さらに、『佐渡年代記』や『佐渡国略記』には、
それぞれの寺にまつわる出来事が細かく記録さ
れている。今回の寺院調査にあたっては、まず
『佐渡国略記』の中から相川の寺院に関する記
事をすべて拾い出し、寺院ごとに年代順に並べ
てみた。その結果、寺の什物や建物の改修など、
写真１　法然寺での調査の様子
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表１　江戸時代の相川の寺院　（宝暦期成立『佐渡相川志』により作成）
浄土宗　　（20カ寺、廃寺４カ寺）
寺院名 所在地 開基年代 備　　　　考
専念寺 鍛冶町 慶長元年
法界寺 下寺町 慶長 11年 河原田大坂町より移転
銀山寺 下寺町石坂 慶長 11年
大安寺 下寺町南沢 慶長 11年
源昌寺 治助町桐ノ木沢 慶長 12年
長安寺 下戸町 慶長 13年
玄徳寺 鍛冶町 慶長 17年
定善寺 下寺町 慶長年中
法円寺 下寺町 慶長年中
西光寺 治助町 元和元年
来迎寺 五郎左衛門町 元和元年
広伝寺 六右衛門町 元和３年
西念寺 左門町 元和３年
専光寺 紫町（水金沢ノ内） 元和６年
広源寺 南沢 元和７年 はじめ一町目に建立、のち移転
大超寺 中寺町 元和９年 「慶長元年単誉義白、専念寺・大超寺両寺建立せり」とあり（大超寺由緒書には慶長３年開基とあり）
立岩寺 下戸 元和年中 はじめ四町目西側に建立、享保３年今の地に移転
法蓮寺 中寺町 寛永元年
厳常寺 下山之神（坂下町の内）寛永５年
霊山寺 下相川村 寛永年中
〔宝暦期すでに廃退の寺院〕
光照寺 相川大坂町 慶長年中 享保 12年新町村へ移転
光明寺 鹿伏村 寛永６年 寛文 12年焼失、退廃
光善寺 長坂町 不明 寛永７年小木町へ移転
安養寺 下寺町石坂 寛永 10年 延宝３年滅亡
法華宗（日蓮宗）　　（20カ寺、廃寺２カ寺）
寺院名 所在地 開基年代 備　　　　考
本興寺 下相川村 元亀３年
法華寺 上相川柄杓町 慶長年中
はじめ鍛冶町専念寺跡に庵を結ぶ、慶長１８年寺号を開発、貞享
元年今の地に移す
円徳寺 下寺町 慶長元年
玉泉寺 五郎左衛門町 慶長 11年
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寺院名 所在地 開基年代 備　　　　考
本敬寺 下寺町 慶長 11年 応永 17年沢根村須川に長性寺として建立、のち相川に移る
妙円寺 南沢（治助町） 慶長年中 慶長元年鶴子四十物町に建立、のち相川治助町へ移る
妙輪寺 下寺町 慶長年中
蓮長寺 下寺町 元和５年 はじめ上相川に建立、のち今の地に移る
法久寺 治助町境沢 元和８年
妙法寺 治助町樋道 寛永元年
瑞仙寺 中寺町 寛永元年
円行寺 五郎左衛門町 寛永元年
妙体寺 中寺町 寛永３年
善行寺 大沢（中寺町） 寛永５年
正法寺 下寺町 寛永５年
法泉寺 下山之神町 寛永６年 寛永元年五十里村に建立、同６年相川へ移る
本典寺 下寺町 寛永６年 元和９年庵を結ぶ
妙伝寺 治助町稗畑 寛永６年
覚性寺 治助町 寛永７年
妙福寺 下寺町 寛永 14年
〔宝暦期すでに廃退の寺院〕
本行寺 上相川 不明 寛文５年以後退破、寺地は本典寺が支配
妙栄寺 中寺町 不明 祖師像妙輪寺へ納める
一向宗（浄土真宗）　（18カ寺、廃寺 21カ寺）
寺院名 所在地 開基年代 備　　　　考
蓮光寺 左門町 慶長８年
広永寺 上羽田町 慶長８年
願泉寺 米屋町 慶長 11年
大福寺 六右衛門町 慶長 17年
称名寺 五郎左衛門町 慶長 18年
長明寺 南沢 慶長 19年
光楽寺 炭屋町東側 慶長 19年
専照寺 奈良町 元和元年
広円寺 六右衛門町 元和元年
専法寺 石砕（扣）町 元和元年
常徳寺 下羽田町 元和元年
永弘寺 一町目裏町 元和３年 はじめ石扣町に建立、承応２年今の地へ移る
聞名寺 四町目裏町 元和４年
万行寺 諏訪町鉛坂 元和５年
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寺院名 所在地 開基年代 備　　　　考
勝善寺 炭屋町西側 元和８年
願龍寺 大間町 慶長年中　（？）
慶長７年鶴子に建立、のち相川弥十郎町へ移り、正保年中紙屋町へ、
宝永２年今の地に移る
称念寺 紙屋町 寛永２年 はじめ山ノ内左沢（五十里炭屋町称念寺隠居所）にあり、正徳３年今の地（願龍寺旧屋敷）に移る
了円寺 炭屋町東側 寛永 13年
〔宝暦期すでに廃退の寺院〕
善宗寺 六右衛門町 元和７年 元禄 12年広円寺と合併して廃寺
順光寺 弥十郎町 寛永２年 正保年中、願龍寺と合併して廃寺
専福寺 南沢 不明 元禄年中廃退
證誠寺 九郎左衛門町 不明
安楽寺 不明 不明 中古證誠寺と合併し廃寺となる
浄願寺 治助町 不明 大岡源三郎（承応３年没）の菩提所、のち退転
照見寺 夕白町 不明 明暦年中退転
長覚寺 夕白町 不明 寛文５年以後廃滅
浄徳寺 下寺町 不明 寛文の頃廃滅
妙願寺 炭屋町 不明 貞享元年住職遷化、以後廃滅
三乗寺 六右衛門町 不明
大唱寺 六右衛門町 不明
真教寺 六右衛門町 不明
願正寺 四十物町 （慶長10年）中興村（藤津村）へ移転（年号不詳）
教宗寺 不明 不明
正立寺 不明 不明
西入寺 柴町東側 不明 はじめ弥十郎町に建立
長願寺 柴町 不明
西光寺 石砕（扣）町 不明
高専寺 三町目西側 不明
蓮熊寺 下戸町 不明
禅宗（臨済宗も含む）　　　（10カ寺、廃寺３カ寺）
寺院名 所在地 開基年代 備　　　　考
妙音寺 奈良町 慶長 11年
興禅寺 桐ノ木沢（治助町） 慶長 16年
金昌寺 下寺町 慶長 19年
観音寺 下寺町 慶長 19年
大龍寺 下寺町 元和元年
高安寺 下寺町石坂 元和元年
総源寺 下山之神町 元和５年
大泉寺 柴町 元和８年
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寺院名 所在地 開基年代 備　　　　考
昌安寺 下寺町石坂 元禄４年
長泉寺 下山之神町 元禄７年
〔宝暦期すでに廃退の寺院〕
慈徳寺 不明 不明 正保３年破滅、寺地は興禅寺支配
泉龍寺 柴町 不明 明暦２年廃滅、寺地は大泉寺境内となる
円通寺 下寺町石坂 不明 中古退破、元禄 15年高安寺五世により寺地に宝筺印塔建立
真言宗　（７カ寺、廃寺４カ寺）
寺院名 所在地 開基年代 備　　　　考
金光寺 下戸村 慶長６年
福泉寺 下寺町石坂 慶長 17年
大乗寺 下山之神町 慶長 17年
真如院 下寺町 慶長 18年
金剛院 五郎左衛門町 元和７年
相運寺 中寺町 不明（慶長年中か）
上相川治助町に開基、正徳６（享保元）年中寺町地蔵堂を併合し
て相運寺と改める
観音寺 鹿伏村 不明（慶長年中か） 慶長 13年再建立
〔宝暦期すでに廃退の寺院〕
遍照院 下山之神町 不明 元禄８年破滅、寺地は法泉寺預かり墓地とする
地蔵寺 中寺町 慶長 12年 正徳６（享保元）年相運寺に併合され廃寺
慈眼寺 中寺町 不明 宝暦２年本寺沢根村曼荼羅寺境内へ移転
見性寺 中寺町 不明 はじめ六右衛門町に建立
天台宗（６カ寺）
寺院名 所在地 開基年代 備　　　　考
本昌寺 一町目裏江戸沢 元禄元年 元禄年中まで一向宗、のち天台宗に改宗
大光院 上山之神町 慶長 12年
教寿院 下山之神町 慶長 12年
医王寺 鹿伏村 慶長 17年
万福院 五郎左衛門町 慶長 19年
弾誓寺 四町目 寛永 13年
時宗　（１カ寺、廃寺１カ寺）
寺院名 所在地 開基年代 備　　　　考
大願寺 弥十郎町 慶長 13年
〔宝暦期すでに廃退の寺院〕
極楽寺 六右衛門町 不明
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宗旨不明の廃寺　（18カ寺）
寺院名 所在地 開基年代 備考
浄福寺 田町 不明 延享２年住職没後退転
敬音寺 鍛冶町 不明
願泉寺 鍛冶町 不明
光源寺 相川本町 不明
長楽寺 小右衛門町 不明
教福寺 諏訪町 不明
光徳寺 坂下町 不明
正龍寺 寺地不詳 不明
蓮性寺 寺地不詳 不明
播磨寺 南沢辺か 不明
荘厳寺 寺地不詳 不明
林光寺 茶屋町 不明
長楽寺 山崎町 不明
乗光寺 大工町、所住も不詳 不明
正覚寺 寺地不詳 不明
本正寺 寺地不詳 不明
見正寺 寺地不詳 不明
本庄寺 六右衛門町辺か 不明
由緒書の記述を補充してくれる重要な記事を発
見することができた。
　調査開始の平成 18 年度はおもに浄土宗・曹
洞宗の寺院を、翌 19 年度は法華（日蓮）宗寺
院の調査に取りかかり、現在継続中である。す
べての調査が終了した時点で、何らかの形で報
告書をまとめたいと思っているが、ここでは、
これまでの調査で判明したいくつかの事柄につ
いて述べておきたい。
３　大超寺と石見休意　
　私は、十数年来石見銀山に関わる仕事で島根
県を訪れ、温泉津の長命館という宿に逗留して
仕事をしている。この宿を営む伊藤家は、「温
ゆ の
泉
津
つ
」の地名のもとになった泉源を所有し、元湯
温泉を経営する家でもある。あるとき、ご主人
から、「伊藤家には、四代目の休意
4 4
という人物が
隠居して佐渡へ行ったという言い伝えが残って
いる」という話を聞かされた。その話を聞いて
私は、そういうこともあるのだろうなと思った。
石見には、ほかにも同じような事柄を伝える家
があるからである。大森銀山のすぐ下にある村
にかつて温
ゆ
泉氏という豪族がおり、その一族の
一人が山根弥三右衛門、あるいは山根弥左衛門
という名前で「川上家文書」に載っており、慶
長９年（1604）ころ佐渡へやって来て山主とし
て金銀山を稼いでいたことが知られている。
　また、温泉津の隣の宅
たく の
野の町に、むかし庄屋
を務めた藤
とう ま
間家がある。この藤間家は、もとは
出雲の大社の鉄山師で、江戸中期に宅野でたた
ら製鉄業を始めたらしい。藤間家１３代当主に
よれば、宅野の藤間家初代の長男は廻船問屋に
なり、次男は金山をめざして佐渡へ渡り、三男
は銀山をめざして慶長元年（1596）に宅野に来
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たのだという。
　このような話を知りながら、今まで私は、そ
れについて具体的な調査をこころみることなく
時を過ごしていた。ところが、相川の寺院調査
を始めて間もなく、偶然にも「石見休意」と遭
遇したのである。
　浄土宗法然寺を訪れ、今は廃寺となった大超
寺の過去帳を拝見させていただいていた私は、
思わず「オゥ」と声をあげてしまった。日めく
りの過去帳の「十日」の項に、
　　西誉妙泉　五月　岩（石）見休意母
　　欣誉浄可　　　　岩（石）見休意父
の記事を見付けたのである。
　浄土宗大超寺は、中寺町にあった寺で、明治
元年の廃寺後、明治 10 年に復興したが、明治
中に火災で堂宇を焼失した（『相川町誌』）。その
後再建されたようで、隣の瑞仙寺のご住職によ
れば、昭和 25～ 26年ごろまで大超寺の建物だ
けはのこっており、大安寺が管理していたとい
う。今も寺地は荒廃したまま残っている。共に
宝暦期の成立とされる『佐渡国寺社境内案内帳』
と『佐渡相川志』には、それぞれ次のように記
されている。
　　　相川中寺町　面 ( 南 ) 竜山　大超寺
　　当寺京都知恩院末、開基単誉義白、但州
　　出石の産、元和九亥年建立、沢庵和尚の
　　筆跡にて当寺々山号の一軸あり、宝永元
　　申年、延享四卯年両度再建立、境内弐反
　　壱畝八歩、畑拾三歩、各々御除。
　　　　　　　　（『佐渡国寺社境内案内帳』）
　　　南龍山　大超寺　　中寺町
　　　　　　　　境内　廿五間廿五間半
　　　　　　　　　　　二反壱畝八歩除地
　　京知恩院末。元和九癸子年開基。鍛冶町
　　専念寺二同ジ。中興然誉空阿享保七壬亥
　　年六月五日没。第八世融誉、延享四丁卯
　　年再建立。寛延三庚午年三月八日入仏ア
　　リ。
　　本堂　六間半七間　延享四丁卯年再建。
　　薬師堂　寛文年中ニ堂ヲ建テ宝暦元年再
　　　　　　建立。
　　現住融誉、延享三丙子年入院ス。
　　　　　　　　　　　　（『佐渡相川志』）
　ところが、天保８年（1837）に大超寺十五
世剛誉によって作成された記録（慶長 19 年～
元文５年までの内過去帳）の開山単誉義白の
項に以下のような記事があり、開基を元和９年
（1623）ではなく、慶長３年（1598）としている。
　　開山上人生国ハ丹波国大江山ノ麓五万石
　　出石ノ城 禾  （藩）中ノ産ト云伝へ有リ
　　（中略）出家シテ当国ニ渡リ吉水ノ正流ヲ
　　弘通ス、時ニ臨ンテ諸人帰依シテ念仏ヲ
　　勧ム、于時ニ慶長元申年ニ上相川専念
　　寺ヲ建立シテ跡ヲ弟子ニ譲リ玉ヒテ当地ニ
　　草庵ヲ結ヒテ一向専修之行業ヲ勤ムルノ
　　処二十方ノ且那信施積リテ又々一宇ヲ慶長
　　三戌年建立シ大超ノ寺号ヲ賜ル事上人専
　　修ノ行業一天ニ輝キ玉フ故ナリ（以下略）
　大超寺の正式な開基年代をいつとするかは別
にして、この寺の前身は上相川に人が住み始め
ると同時に開かれていることがわかる。
　大超寺の過去帳に「石見休意」の名を見付け
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　この論文は、「平成 19年度　県寺院史料調査
業務委託」の調査に基づき執筆したものである。
たことを早速温泉津の伊藤家十九代目当主の伊
藤昇介さんに知らせ、「西誉妙泉」と「欣誉浄可」
が、間違いなく休意の母と慶長 19年に亡くなっ
た父惣兵衛の戒名であることを確認した。伊藤
さんによれば、休意については、大森代官所に
提出した文書に、両親が亡くなった直後の慶長
19 年（1614）７月 14 日、子どもをのこして
「ふと家出……上方より佐渡に渡って亡くなっ
た」と記されているという。そのときの年齢は
50代か 60 代であった。石見での休意は、温泉
で病を治す湯治を勧めるかたわら薬草も扱って
いたという。
　慶長の初め、新しく開発された相川の金銀山
をめざして石見から佐渡へ渡った休意は、相川
のどこでどんな暮らしをしていたのであろう
か。ただ一つわかったことは、故郷を離れても
なお、相川の寺に亡き父母の戒名を告げ、その
菩提を弔っていたということである。
　私は、休意は相川で、他国から移り住んだ人
たちのために病気平癒の祈祷をしたり薬を施し
たりする行者のような仕事をしていたのではな
いか、と推察している。
４　広源寺と藤間姓
　大超寺の過去帳で「休意」に出会うことがで
きてからというもの、同じような言い伝えをも
つ「藤間氏」にも注意を払うことにした。「藤間」
という苗字はもともと佐渡にある苗字ではない
ので、もし藤間姓があれば、宅野からやって来
た「藤間氏」の可能性が高い。
　寺の調査を進めるうちに、大超寺と同じ浄土
宗の広源寺 ( 南沢）過去帳の元禄 10年（1697）
の項に、「上相川　藤間三右衛門」の名を見付け
ることができた。広源寺は、元和７年（1621）
に一町目に建立され、のち南沢に移った寺であ
る。おそらくこの「上相川　藤間三右衛門」が
宅野の藤間氏につながる人物ではなかろうか。
最初は、鉄商人として相川へやって来たのかも
しれない。上相川の九郎左衛門町は、播磨国出
身の山師播磨九郎右（左）衛門が開いた町、そ
の上手の弥左衛門町は石見国から来た山師山根
弥左衛門が住んだ町である。その近辺には、製
鉄や鉄の加工にかかわる人たちがいたと思われ
る「鍛冶沢」や「鍛冶町」がある。
　広源寺の記録を追っていくと、藤間三右衛門
は幕末まで上相川に住み続けていることがわか
る。ちなみに、文政９年（1826）に作られた「相
川町 町墨引」で上相川近辺をさがしたところ、
庄右衛門町に「かなこ　三右衛門」を見付ける
ことができた。幕末ともなると、諏訪町より上
の宗徳町や嘉左衛門町、庄右衛門町なども上相
川と総称されていたのであろう。その後の調査
で、藤間姓は浄土宗源昌寺（廃寺、記録は大安
寺が保管）の嘉永元年（1848）の記録にも「庄
右衛門町　藤間彦兵衛」があることがわかった。
現在までの調査で、他宗の寺院も含めて、この
２軒以外に藤間姓は見付かっていない。
５　おわりに
　このように、相川の寺院の記録を詳しくたど
ると、慶長の初め他国から佐渡へ渡ったという
言い伝えをのこしながら、「佐州地役人分限由緒
書」や「在相川医師諸町人由緒書」などに名を
とどめることなく相川に骨を埋めた人たちの足
跡を、かすかにではあるが、たどることができ
るのである。
　今後も、鉱山町相川の成り立ちと、そこに集
まって来た人びとの姿を浮き彫りにするために
も、心して寺院の調査に臨みたいと思っている。
